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日
本
の
機
械
工
具
を
世
界
一
に
押
し
上
げ
た
井
村
荒
喜
は
、
不
二
越
の
創
業
者
で

明
治
二
十
二
年
十
一
月
三
日
に
島
原
・
北
有
馬
今
福
で
生
ま
れ
た
。
荒
喜
の
父
・
庄

太
郎
は
庄
屋
の
長
男
で
、
母
・
き
く
は
島
原
藩
御
用
商
人
・
吉
岡
元
吉
の
娘
で
あ
り
、

利
発
で
体
格
も
良
く
神
仏
を
敬
い
、
ま
た
し
つ
け
に
厳
し
い
女ひ
と

で
あ
っ
た
。

　
荒
喜
は
先
年
長
崎
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
医
師
・
末
永
敏
事
と
は
幼
な
じ
み
で
、
少

年
期
と
多
感
な
青
年
期
の
十
二
年
を
長
崎
で
過
ご
し
た
。
そ
の
間
荒
喜
は
親
戚
の
医

師
・
末
永
道
伯
の
下
で
論
語
や
十
八
史
略
、
日
本
外
史
な
ど
多
く
を
勉
強
し
、
高
等

小
学
校
に
進
む
と
道
伯
と
小
学
校
校
長
の
勧
め
で
中
学
校
の
講
義
録
を
取
り
寄
せ
て

英
語
の
学
習
も
始
め
、
書
道
も
三
体
千
字
文
を
手
本
に
学
ん
で
い
る
。
小
学
校
を
卒

業
し
十
三
歳
で
医
師
を
目
指
し
て
長
崎
へ
進
学
し
、
医
師
の
予
備
校
・
行
余
学
舎
に

通
っ
た
が
、
家
運
が
傾
い
た
の
で
北
有
馬
に
戻
り
役
場
に
勤
め
た
。
そ
し
て
再
び
長

崎
に
来
た
の
は
十
七
歳
の
時
で
、
荒
喜
の
兄
・
貞
市
の
家
に
身
を
寄
せ
て
米
穀
商
を

手
伝
い
勉
強
を
続
け
東
山
学
院
三
年
生
に
入
学
し
た
が
、
彼
の
独
学
で
身
に
付
け
た

英
語
力
で
は
不
足

だ
っ
た
の
で
、
鎮

西
学
院
の
聴
講
生

と
な
り
更
に
英
語

の
勉
強
を
続
け
た
。

　
井
村
家
で
唯
一

の
頼
り
で
あ
っ
た

伯
父
・
吉
岡
直
平

次（
石
炭
の
積
み
荷

を
扱
う
商
人
）の
紹

介
で
、
居
留
地
に
あ
る
芦
沢
商
会
で
働
く
よ
う

に
な
っ
た
。
当
時
新
開
地
で
あ
っ
た
大
浦
バ
ン

ド
の
一
等
地
に
あ
る
芦
沢
商
会
は
家
具
・
寝
具

等
の
製
造
販
売
で
多
忙
を
極
め
て
お
り
、
こ
の

居
留
地
と
隣
接
の
新
地
界
隈
を
闊
歩
す
る
青

年
期
の
荒
喜
は
、
全
身
に
新
た
な
も
の
を
吸
収

し
て
い
っ
た
。

　
荒
喜
が
米
の
配
達
を
し
て
い
た
時
、
居
留
地

英
字
新
聞「
ナ
ガ
サ
キ
プ
レ
ス
」の
主
筆
・
二
宮

義
親
に
見
込
ま
れ
、
上
海
に
遊
学
し
世
界
の
活

況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
。
ナ
ガ
サ
キ
プ

レ
ス
の
社
主
は
グ
ラ
バ
ー
の
長
男
・
倉
場
富
三

郎
で
あ
る
。
荒
喜
は
新
聞
の
発
行
に
興
味
を
持

ち
、
熱
心
に
新
聞
社
に
通
う
内
に
社
内
で
評
判

と
な
り「
九
州
日
の
出
新
聞
」の
記
者
見
習
い
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

　
彼
は
新
聞
社
の
あ
る
銀
屋
町
へ
居
を
構
え
、
同
社
の
記
者
・
斎
藤
厳
が
荒
喜
に
弁

護
士
に
な
る
事
を
進
め
た
。（
斎
藤
は
の
ち
に
衆
議
院
議
員
と
し
て
活
躍
）荒
喜
は
大

学
出
の
仲
間
に
対
し
自
分
の
力
を
試
し
た
い
と
い
う
負
け
ず
嫌
い
か
ら
、
弁
護
士
へ

の
一
次
試
験
は
合
格
し
た
が
弁
護
士
へ
の
道
も
新
聞
記
者
へ
の
道
も
進
ま
な
か
っ

た
。
記
者
見
習
い
を
す
る
う
ち
に
他
社
か
ら
も
注
目
さ
れ
た
が
、
な
か
で
も
後
の
長

崎
日
日
新
聞
社
社
長
と
な
る
牧
山
耕
蔵
か
ら
は
荒
喜
の
実
直
さ
と
研
究
熱
心
さ
を
見

込
ま
れ
、
耕
蔵
の
実
弟
が
い
る
台
湾
の
帝
国
製
糖
の
仕
事
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。

大
正
四
年
、
荒
喜
が
二
十
六
歳
の
時
で
あ
っ
た
。

　
台
湾
で
の
仕
事
は
製
糖
輸
送
鉄
道
敷
設
の
責
任
者
だ
っ
た
。
荒
喜
は
鉄
道
敷
設
事

業
の
困
難
を
乗
り
越
え
成
し
遂
げ
た
。
そ
し
て
こ
の
台
湾
事
業
を
通
し
て
北
島
長
兵

衛
と
知
り
合
っ
た
。
北
島
は
富
山
市
出
身
で
東
京
高
商
を
卒
業
し
た
後
、
商
社
マ
ン

と
し
て
富
山
に
初
め
て
自
動
車
を
持
っ
て
き
た
新
進
気
鋭
の
事
業
家
で
あ
っ
た
。
そ

の
縁
も
あ
っ
て
荒
喜
は
富
山
の
電
力
事
業
所
へ
抜
擢
さ
れ
た
。
こ
れ
が
荒
喜
の
不
二

越
創
業
へ
の
第
一
歩
で
あ
る
。

　
こ
の
大
き
な
第
一
歩
か
ら
事
業
を
拡
大
し
て
い
く
中
で
、
荒
喜
は
生
涯
を
通
し
て

吉
田
茂
、
近
衛
秀
麿
、
福
沢
桃
介
、
佐
藤
栄
作
、
栃
錦
、
緒
方
竹
虎
、
今
里
広
記
、

清
島
省
三
な
ど
多
く
の
人
々
と
関
わ
り
を
持
ち
繋
が
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
も
少
年
期

の
恩
師
・
末
永
道
伯
が
授
け
た「
一
心
以
可
交
万
友
　
二
心
以
不
可
交
一
友
」が
基
だ

ろ
う
。
荒
喜
の
魅
力
は
人
付
き
合
い
の
広
さ
と
、人
目
を
惹
く
体
格
の
大
き
さ
で
あ
っ

た
。
六
尺
を
越
す
身
長
は
明
治
の
男
と
し
て
は
珍
し
か
っ
た
。
そ
し
て
天
皇
に
大
き

な
畏
敬
を
抱
い
て
い
た
。
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私
が
中
学
生
の
時
、
諏
訪
公
園
の
丸
馬
場
で
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
荒
喜
じ
い
さ
ん

と
相
撲
を
と
っ
た
。
荒
喜
じ
い
さ
ん
は
股
引
一
つ
だ
っ
た
。
汗
を
拭
き
な
が
ら
長
崎

の
港
を
見
て「
北
有
馬
か
ら
長
崎
に
来
た
時
、
諏
訪
神
社
へ
参
拝
し
、
こ
の
丸
馬
場

か
ら
長
崎
の
町
を
見
た
ぞ
。
長
崎
は
田
舎
者
の
自
分
に
は
何
も
か
も
新
し
か
っ
た
。」

と
懐
か
し
い
島
原
弁
で
話
し
て
く
れ
た
。

　
終
戦
か
ら
十
年
、
平
和
と
復
興
を
願
っ
て
立
山
千
本
桜
を
私
の
父
・
学
と
私
が
植

樹
を
達
成
し
た
時「
富
山
の
霊
峰
・
立
山
と
同
名
の
千
本
桜
に
感
激
し
た
。
個
人
だ

け
で
こ
れ
だ
け
の
大
事
業
は
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。」と
私
を
労
い
、「
近
い
将
来

こ
の
千
本
桜
は
長
崎
の
新
し
い
桜
の
名
所
に
な
る
だ
ろ
う
」と
言
っ
た
。
以
来
、
人
々

が
集
う
立
山
千
本
桜
は
長
崎
一
の
桜
の
名
所
と
な
っ
て
い
る
。
私
は
こ
の
桜
を
受
け

継
ぎ
、「
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
願
の
福
島
の
桜
と
、
荒
喜
が
眠
る
富
山
の
山
桜
」を

先
年
植
樹
し
、
こ
れ
か
ら
も
井
村
荒
喜
、
井
村
学
の
両
先
学
に
満
開
の
桜
を
手
向
け

た
い
。

�

（
立
山
一
丁
目
自
治
会
長
）

四
二
八
号
　
平
成
三
十
年
三
月
十
日

日
本
の
機
械
工
具
を
世
界
一
に
し
た
男
・
井
村
荒
喜

　○
三
月
三
日「
桃
の
節
句
」と
言
い「
桃
カ
ス
テ
ラ
」を
い
た
だ
い
た
。
戦
前
の
長
崎
地
方
の

「
桃
の
節
句
」は
旧
暦
に
因
ん
で
四
月
三
日
が「
桃
の
節
句
」で
此
の
日
よ
り「
凪は
た

あ
げ
」が

始
ま
っ
た
。「
長
崎
の
ぶ
ら
ぶ
ら
節
」に
も
次
の
よ
う
に
う
た
っ
て
い
る
。

　
　�

ハ
タ
あ
げ
す
る
な
ら
　
金こ
ん

比ぴ

羅ら

か
さ
が
し
ら
　
帰
り
は
一
杯
気
げ
ん
で
瓢
箪
ぶ
う
ら

ぶ
ら
　
ぶ
ら
り
　
ぶ
ら
り
と
言
う
た
も
ん
だ
い
チ
ュ

○
長
崎
の「
凪
あ
げ
」に
つ
い
て
は
渡
辺
庫
輔
先
生
の「
長
崎
ハ
タ
考
」（
昭
和
34
年
・
長
崎

県
民
芸
協
会
発
刊
）を
読
ま
れ
る
と
よ
い
。

○
長
崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節
に
は
今
一
ツ
次
の「
ハ
タ
喧
嘩
」の
歌う

詞た

が
あ
る
。

　
　�

紺
屋
町
の
橋
の
上
で
子
供
の
ハ
タ
喧
嘩
　
世
話
町
が
五
六
町
ば
か
り
で
三
日
も
　
ぶ

う
ら
ぶ
ら
…

　
こ
の
時
の「
子
供
の
ハ
タ
喧
嘩
」は
幕
末
の
頃
よ
り
長
崎
の
町
で
大
い
に
流は

行や

っ
た

「
セ
ー
ラ
ン
エ
」と
い
う
子
供
達
の
小
旗
争
の
事
を
う
た
っ
た
街
う
た
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

○
三
月
よ
り
本
会
の
新
年
度
各
講
座
を
開
始
す
る
の
で
御
自
由
に
御
参
加
下
さ
い
。

　
一
長
崎
学
を
学
ぶ
講
座
　
毎
週
月
曜
日
午
前
十
時
半
よ
り
正
午
、
講
師
は
毎
回
不
同
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
資
料
代
二
〇
〇
円
）

　
一
古
文
書
を
読
む
会
　
毎
月
第
一
・
第
三
火
曜
日
。
午
前
十
時
半
よ
り
正
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（�

指
導
　
川
原
清
、
米
田
輝
臣
、
久
保
美
洋
子
女
史
の
各
氏
を

中
心
に
　
後
見
　
越
中
）

　
一
水
曜
懇
話
会
　
毎
週
水
曜
日
午
後
一
時
半
よ
り
三
時

　
　
　
　
　
　
　
　（
江
口
相
談
役
、
吉
田
幸
男
、
野
口
嘉
弘
の
各
氏
を
中
心
に
）

　
一
歴
文
茶
話
会
　
毎
月
第
二
、
第
四
金
曜
日
午
後
二
時
よ
り
三
時

　
　
　
　
　
　
　
　（
脇
山
壽
子
女
史
、太
田
靖
彦
相
談
役
、大
束
良
平
の
各
氏
を
中
心
に
）

○
石
田
孝
氏
来
訪
あ
り
。「
西
郷
隆
盛
は
長
崎
の
街
に
何
回
来
ら
れ
た
か
」と
い
う
事
に
つ

い
て「
長
崎
鹿
児
島
県
人
会
」で
各
種
資
料
を
整
備
し
発
表
す
る
の
で
…
」と
長
崎
と
西

郷
氏
の
関
わ
り
を
色
々
と
教
え
て
下
さ
っ
た
。

○
今
月
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
書
籍

一
、
橋
本
剛
氏（
長
崎
市
議
）よ
り「
大
樹
22
号
」（
大
樹
総
研
刊
）本
誌
は
強
い
日
本
を
志
す

外
交
政
策
、
観
光
等
の
事
に
つ
き
多
く
の
論
考
が
集
め
ら
れ
、
大
い
に
参
考
と
な
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

井
村
　
啓
造

台湾・帝国製糖につとめていた頃
大正7年（1918）　28歳

大浦バンド附近


